










































































































































































































































































































































































「念には念をいれませんとねJは，原文では beimir geht die Sicherheit 
tiber die Seltenheitとなっている。ヴァレンティンにとっては，物事がsicher

























































































































































































































































































































































































































出た1本の釘。説明に日く， fAn diesem Nagel hangte Karl Valentin 1902 
seinen Beruf und wurde V olkssanger」。あるいは，通路のどんづまりに置かれ











































































































































































































(1) ヴァレンティンの作品の引用はすべてSchulte,Michael(Hrsg.): Karl Valentin. 
Gesammelte Werke in einem Band. Mlinchen (Piper) 1985.による。以下，同
様に，カッコ内に頁数のみ示す。
(2）池内紀 『書斎のコロンプスム冬樹社， 1982年. 216-217頁。
(3) ジグムント・フロイト 高橋義孝訳， 『否定』，人文書院「フロイト著作集J3, 
1969年， 358-359頁。
(4) ジェフリー ・ N・リー チ 池上嘉彦・河上容作訳． 『語用論』，紀伊国屋書店， 1987
年. 144頁。
(5) フランツ・ブライ 池内紀訳， 『同時代人の肖像J，法政大学出版局， 1981年， 183
頁。
(6) エリザベス・シューエル高山宏訳． 『ノンセンスの領域』．河出書房新社.1980 
年. 64-65頁。
(7) フーゴー・フォン・ホーフマンスタール 富士川英郎訳， 『チャンドス卿の手紙J.
思潮社「現代ドイツ詩論大系J（川村二郎編入 1977年， 13頁。
(8) 向上 14頁。
(9) C・K・オグデン， I・A・リチャー ズ 床並繁訳． 『意味の意味』，研究社.1958 
年，にさまざまの「美jや「意味Jの定義例が紹介されている。











U4) Wehrle, Dieter: Die kornischen Zeiten des Herrn Valentin. Rheinf elden 
(Schauble) 1985, S.29. Glasrneier, Michael C.: Das Panoptikurn der Kimste. 
in: Till, Wolfgang(Hrsg.): Karl Valentin. Yolks・Sanger?DADAist? Miin-
chen (Knauer) 1982, S.167. Valentin, Berti: "Du bleibst da, und zwar so・
fort！” Mein Yater Karl Valentin. Miinchen (Piper) 1971, S.108-113. 

























em “Karl Val en tin und Liesl Karlstad t”， Ariola, 55754QW. （カセットテー プ）
悶 Schulte,Michael : Karl Valentin in Selbstzeugnissen und Bilddokumen-
ten. Reinbek (rororo) 1968, S.1閃．
悶池内前掲書， 219頁。
凶 Seegers,Armgard : Komik bei Karl Valentin. Die sozialen Miβverhalt-








GU ジグムン卜・フロイト 生松敬三訳， 『機知J.人文書院「フロイト著作集J4. 
1970年， 299頁。
関マーティン・エスリン 小田島雄志訳． 『不条理の演劇』，晶文社.1968年， 276頁。











(4U “Karl Valentin und Liesl Karlstadt", Ariola, 55754QW. （カセットテー プ）
（姐 Hegel,G. W. F.: Wer denkt abstr叫d?in:Hegel, G.W.F.: Werkausgabe 
in 20 B瓦nden,hgg. v. Eva Moldenhauer u. Karl Markus Michel, Frank-
furt/M. (Suhrkamp) 1970, Bd.2, S.577. 
側 シラーの詩句は．小栗孝則訳． 『シラー詩集J.改造文庫， 1930年を参考にした。
幽以下，展示物の題名はすべて Glasmeier:Rekonstruktion eines Katalogs 







側 ジャン・パウル古見日嘉訳， 『美学入門』，白水社， 1965年， 220頁。
側 「舞台にいるヴァレンティンは，生活におけるヴァレンティその人にほかならない
からであるけプライ 前掲曹， 182頁。「自作自演のずァレンティンは，他人の作を
演じたととがない。たぶん，他人の作が演じられないからだろう。わが身を表現する
以外，何ーっとして演じられないけ向上， 184頁。
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